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は定植 1 年目と 2 年目の群落構造を比較検討した結果，群落構造の変化に伴って光環境が悪化している可能
性が認められた。そのため，間引きを行うことで群落内の光環境が改善されれば収量の向上に寄与する可能
性が考えられる。そこで，本研究では，群落 A および B を設定し，群落 A は定植 2 年目の収穫後，群落 B
は定植 1 年目の収穫後に，それぞれ間引き，群落構造および収量に及ぼす影響について解析した。その結果，
いずれの群落も間引きによって収量が増加した。また，両群落の定植 2 年目を比較すると群落 B の方が若
干低かったが，定植後 3 年間の累積収量は群落 B の方が高かった。その要因について解析した結果，定植 1




























2 つの群落 A および B を対象とし，群落 A は定植 2 年目
の刈取り後に，群落 B は定植 1 年目の刈取り後に，それ
ぞれ間引きを行った。これら 2 つの群落について収量と群
落構造を解析することで，年次が異なる間引きの効果につ








に，群落 A は 2014 年 6 月 14 日に，また，群落 B は 2015










　2015 年に，群落 A および B の群落構造の調査を行い4），
その後，2016 年 4 月 16 日にそれぞれの群落を間引いて，
いずれも条間 1 m×株間 2 m とした。群落 A は定植 3 年目，





は 2016 年 11 月 15 日に 8 株，群落 B：2 年目は 2016 年 11















A：3 年目は 31.7 t/ha, また，群落 B：2 年目は 19.8 t/ha で，
いずれも前年の収量4） より高かった（表 1）。なお，群落 B：
2 年目の収量は群落 A：2 年目4） の収量より若干低かった
が，株当たりのバイオマス収量は群落 A：2 年目の 2 倍近
い値であった。また，群落 B：3 年目の収量は 37.5 t/ha で
あり，前年より高かった。なお，それぞれの群落の定植後
3 年間の収量を合計すると，単年度の収量は低い年もあっ
たが，群落 B の方が高かった（表 1）。
　それぞれの群落の出穂期における茎数を見ると，群落
B：2 年目の茎数は，前年よりも多く，群落 A：2 年目4） と








　群落 A：3 年目の生産構造図（図 1）を見ると，高さ別
の同化器官の乾物重は山型の垂直分布を示し，その最大量
は，草丈の中間より上の高さ 220～240 cm にあった。また，
相対照度は群落下層ほど低下し，高さ 180 cm 付近で 10％
以下になった。
　群落 B：2 年目の生産構造図（図 2）を見ると，高さ別の
同化器官の乾物重は山型の垂直分布を示し，その最大量
は，草丈の中間より下の高さ 160～180 cm にあった。また，
相対照度は群落下層ほど低下し，高さ 80 cm 付近で 10％
以下になった。群落 B：2 年目では，群落 A：2 年目より
群落の比較的下層まで光が到達していた。
　群落 B：3 年目の生産構造図（図 3）を見ると，高さ別
の同化器官の乾物重は山型の垂直分布を示し，その最大量






































図 1　群落 A：3 年目の出穂期における生産構造図．
　：非同化器官，□：同化器官，●：相対照度．
図 2　群落 B：2 年目の出穂期における生産構造図．
　：非同化器官，□：同化器官，●：相対照度．



























































では定植 1 年目から 2 年目にかけて）に間引くことで，栽
培期間中の累積収量を増やせる場合があることを実証でき





























Pflanzengesellschaften  und  seine Bedeutung  für  die 


























after  the  two-year harvesting, B-population  thinned after  the one-year harvesting,  respectively.   As a 
result, biomass production  in  the subsequent year was  larger by decrease  in  the planting density by 
thinning, possibly because of improving light conditions in the canopy.  Although the yield in the second 
year  of B-population  is  less  than  that  of A-population,  total  yield during  the  first  three years  of 
B-population is much more than that of A-population.  Based on the analysis of yield of both populations, 
yield should depend on  the number of  tiller buds  formed  in  the previous year and growth period of 
tillers.  In conclusion it is considered better to control planting density to improve the light condition in 
the canopy to lead to better growth and development of tillers through increasing matter production to 
get greater total yield during growth period, where the thinning time should be determined depending 
on growth condition.
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